
ボ

ル

ネ

オ

の

箱

三

系
(

≡

)大

村

一

成

謬

g
､

ベ

ラ

ク

ー
盆

地

ベ
ラ
ク
ー
盆
地
に
登

逢
せ
る
極
め
て
厚
さ
累
暦
は
'

夙
に

バ
ー
テ
ィ
ン
グ
ほ
依
-
指
摘
さ
れ
た
る
如
-

(V
er･

b
eeF
g
e
de

nkb
oek
)
､
岩
質
に
基

き
特
徴
あ
る
区
分
を

行
<U
程
O

之
等

累
暦
の
暦
序
的
区

分
は
封
し
て
は
.
最

後
に
添
付
せ
る
封
此
嚢
を
愛
憎
…し
.
地
層
の
厚
さ
及
び

相
の
塵
化
は
就
て
は
次
の
間
僻
を
参
照
さ
れ
庇

い
｡

次
の
間
解
に
封
す
る
説
明
は
次
の
や
う
で
あ
る
.

グ

ロ
ビ
グ
-
ナ
泥
次
岩
は
'
主
と
し
て
数
多
の
小
有

孔
戯

(
泥
海
稜
の
79
の
並
に
グ
ロ
ビ
ダ

リ
ナ
両
方
を
含

む
)
を
件
ふ
聞
き
快
故
次
色
の
裾
衣
岩

よ
り
成
立
し
て

居
る
｡
而
し
て
ダ
で
プ
-
石
衣
岩
よ
き
グ

ロ
ビ
ダ

リ
ナ

裾
衣
岩

へ
の
推
移
は
､
地
排
的
ほ
は
南
方
よ
か
北

方
に

及
び
.
層
位
的
ほ
は
上
部
よ
か
漸
次
下
方
は
及
ん
で
居

る
0

ボ
ル
ネ
オ
の
節

三
系

該
泥
炭
岩
層
と
上
部
に
堆
積
せ
る
貫
岩
層
と
の
間
に

は
'
泥
友
岩
と
貫
岩
と
が
相
塵
身
命
ふ
移
化
骨
が
部
分

的
に
観
察
さ
れ
得
｡
此
の
部
分
は

2
階
の
上
部
は
普
る

次
に
貢
岩
暦
は
ス
テ
ラ
イ
γ
S
terile
暦
と
命
名

(
ste
･

rite
は
不
毛
の
意
'
石
炭
を
伴
は
ざ
る
故
を
以
て

ハ
ー

デ
ィ
ン
グ
は
斯
-
命
名
せ
ら
)苫
れ
七
重
-
貫
岩
の
み
ょ

-
成
る
｡
唯
だ
数
枚
の
薄
さ

石
衣
岩
中
に
含
ま
る
!
化

石
に
依
少
'
其
の
時
代
が
e

･
f
の
中
間
在
る
こ
と
が

立
覆
さ
れ
る
｡
而
し
て
南
方
に
向
ふ
ほ
従
以
上
部

e
と

を
少
P
牝
は
進
む
ほ
捉
以
益

々
下
部
f
と
怒
る
.

爽
淡
暦
は

'1
-
テ
ィ
ン
グ

ほ
伐
て
光
輝
炭
層

Gtans･

kool
(
Gtah
ce
coal
)
fom

atie

と
命
名
n
れ
た

る
も

の

な
る
も

'
爽

有
さ
る
J
石
炭
中
に
は
牛
光
輝
の
も
の

も
存
在
す
る
を
以
て
.
著
者
は
此
の
名
を
採
用
し
夜
か

っ
カ
｡
鼎
滑
各
階
と
し
て
は
､
多
数
の
石
炭
を
件
ふ
頁

望
外

二
七
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二
八

岩

｡
砂
岩
の
鼎
厨
で
あ
る
｡
而
し
て
石

炭
暦
の
金
暦
に
封
す
る
割
合
は
'
平
均

六
-
九
%
で
あ
る
｡
併
し
.rl
ラ
バ
タ
ン

P
a
rap
att
an炭
坑
の
在
る
ラ
ン
ク
ク
･

.'1
ン
デ
ヤ
y
R
ant
auIP
an
d
3'an
背
斜

の
両
翼
は
放
て
は
石
炭
暦
の
割
合
は
七

〇
%
に
達
し
で
居
る

(V
.
D
.
V
etd
e

v
erbeek
･ged
en
k
b
oek
).

次
に
共
等

石
炭
の
含

水
量
は
'
基
底
部
に
於
で
は

九
%
な
る
79
'
上
衣
部
に
於
で
は
二
〇

%
に
達
す
る
攻
で
種
々
の
階

級
が

あ

る
｡
叉
､
其
の
性
質
も
其
の
水
分
に
従

以
具
の
光
輝
炭
よ
み
､
牛
光
輝
炭
に
麺

化
す
る
0
翻
ほ
本
暦
に
は
石
衣
岩
甚
だ

少
な
-
'
化
石
も
極
め
て
稀
で
あ
る
｡

そ
れ
に
も
拘
は
ら
ず
γ
ヅ
テ
ン
は
'
次

の
教
程
を
磯
見
し
て
居
る
｡

Le
p
i
d
o
･

cy
ch

a

fe
rr
e
ro
i,
I
J
.

a
n
g
u
ta
Sa
,

M
io
g
y
p
stn
a

p

o
t
y

m

o
r
ph
a

v
ar･



sp
iTal
is.

之
等
の
化
石
に
依
て
は
､
軍
に
本
暦
が
､
f

階
の
中
部
乃
至
は
上
部
に
属
す
る
も
の
在
る
結
論
を
引

き
出
し
得
る
に
過
ぎ
を

い
.
而
し
て
著
者
の
設
定
せ
し

本
暦
の
上
限
は
石
炭
の
含
水
量
が
二
〇
%
在
る
故
t

ど

l
b
階
と

l
致
す
る
に
相
違
覆
い

｡

.

本
盆
地
の
中
央
部
に
於
で
は
､

光
輝
炭
層
は
岩
質
上

同
様
在
る
組
成
を
持
つ
亜
炭
暦
に
依
て
整
合
的
に
被
覆

さ
れ
て
居
る
｡
而
し
て
亜
炭
の
含
水
量
は
二
〇
･1
71七

%
で
あ
る
｡
熱
か
る
ほ
盆
地
の
北
兼
部
に
放
て
は
､
上

部
第
三
系
の
上
部
と
下
部
と
の
間
に
は
著
し
き
不
整
合

が
あ
る
｡
此
の
不
整

合
は
北
に
向
ふ
け
従
ひ
敏
徐
甚
だ

し
く
､
蓬
に
は
最
上
部

暦
が
グ

ロ
ビ
グ
-
ナ
泥
炭
嘉

に

接
着
す
る
如
き
状
態
堅

不
し
て
居
る
｡
右
の
北
部
地
方

即
ち
迫
種
サ

ヂ
ャ
ク
S
aj
au
地
方
に
於
で
は
､

h
階
は

定
に

｢
ブ

ニ
ョ
ク
厨
｣
B
oe

njoe･b
ed
及
び

｢
サ
ヂ
ャ
ク

暦
｣
S
a
d
ja
u･b
ed
の
二
暦
に
匡
介
し
得
る
(H
a
r
t
ltn
g,

V
erb
e
ek
･g
e
den
k
b
oek
)
.

ブ

]1
ヨ
ウ
瀞
は
鵡
炭
に
富

ひ
素
層
に
し
て
'
情
衣
色

握
音
質
或
は
白
色
で
7
戒
の
粘
質
粘
土
よ
-
成
み
､
最

ボ

ル
ネ
オ

の
節

三
糸

上
部
に
は
木
葉
化
石
を
含
む
粘
土
層
及
び
美
し
-
成
層

せ
る
帥
粒
砂
岩
暦
が
あ
る
｡

厚
n
少
な
-
と
も

二

〇

〇
〇
米
o
厚
さ
石
炭
多
-
､
就
中
'
基
底
部
に
在
る
も

の
は
最
厚
二
二
米
に
達
し
y
居
る
｡

ブ

エ
コ
ク
暦
と
サ
デ
ヤ
ク
暦
と
は
'
軽
微
な
る
不
整
合

を
以
て
境
し
て
居
る
｡

サ
ヂ
ャ
ク
暦
は
上

下
両
部
に
分

か
た
れ
る
｡
上
部
は
純
色
粘
土
及
び
凝
次
贋
砂
岩
の
娼

暦
に
L
V
p
主
と
し
て
純
色
凝
来
賓
の
軟
砂
よ
～TL成
る

も
､

一
部
に
は
砂
岩
に
振
回
せ
る
部
分
も
あ
る
.
下
部

は
上
部
と
同
様
に
凝
衣
質
霊

W
び
る
も
の
と
瓜
は
る
J

淡
育
線
色
'
粘
贋
に
し
て
且
つ
殉
贋
の
粘
土
よ
り
成
-1

少
量
の
背
き
亜
炭
を
件
ふ
て
居
る
.
厚
さ
は
上
下
合
し

三

二
六
〇
米
｡

最
後
に
'
最
下
部
に
於
て
は
石
炭
金
-
磯
連
せ
ず
､

主
と
し
て
磯
の
教
壇
を
見
る
｡
而
し
て
木
磯
暦
の
新
鮮

在
る
露
頭
は
､
常
に
特
種
在
る
青
緑
色
計
量

す
｡
厚
さ

六
〇
〇
米
｡
荷
は
本
静
内
の
'
純
色
粘
土
及
び
凝
衣
砂

岩
の
互
暦
並
に
砂
岩

･
磯
岩
の
互
暦
の
部
分
に
は
数
多

の
含
油
層
が
あ
る
｡望

-

二
九



地

球

鰐
二
十
三
春

b
p
サ

リ
ム
r''l
ツ
タ
-

ア
ン
テ
ィ
ヤ
ム

(
中
央
ブ
タ

ル
ク

ン
ガ
ン
)

カ
ヤ
ン

K
ajan
河
畔
の
タ
ン
ヂ
ョ
ン
｡
セ
イ

P
ル

Tan
d
j
.n
Sei1.T
に
於
で
はi=
'
上
部
箪

二
系
の
教
壇
せ

る

匿
城
各
部
が
最
上
部
第
三
薫
に
て
被
覆
さ
れ
居
る
を

以
て
､
上
部
第
三
系
の
観
察
は
不
可
能
で
あ
る
｡
併
し
ヵ

ヤ
ン
河
よ
-
セ
カ
タ
ク
S
e
k
a
ta
k
河
に
か
け
､
通
常
サ

リ
ム
.バ
ッ
ク
=
ア
ン
テ
ィ
ヤ
ム

S
al
im
b
a
to
e
･A
n
tija
m

と
呼
ぼ
る
!
地

方
に
は
下
部

の
部
分

が
露

出

し

て
居

る
｡
か
-
露
出
せ
る
下
部
の
部
分
も
'
岬
状
に
突
出
し

凍
た
れ
る
下
部
第
三
系
よ
り
成
る
ラ
ッ
ク
ン
山
脈
の
東

部
に
向
ふ
け
従
以
､
再
び
新
期
の
地
層
に
被
覆

さ
れ
'

影
を
接
し
て
し
ま
う
｡
而
し
て
此
の
新
期
の
地
層
の
発

達
は
t
.
下
部
第
三
系
の
匡
城
に
も
及
ん
で
居
る
.

本
匠
域
の
上
部
第
三
系
は
'
同
紀
の
各
期
間
を
通
じ

て
.
弧
-
摺
曲
せ
る
下
部
第
三
系
ほ
て
構
成
n
れ
た
る

ラ
ッ
ク
ン
山
脈
の
地
背
斜
稜
の
影
響
の
下
に
堆
積
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
｡
乙
の
結
果
､
上
部
第
三
系
は
礁
石
衣

岩
に
富
め
る
も
の
と
し
て
凝
蓮
し
た
｡
従
で
本
匠
城
の

静
六
既

望

二

三
〇

堆
積
瓶
は
､
マ
ン
カ
リ
'
1
ッ
ト
舶
並
に
ベ
ラ
ウ
-
盈
地
和

の
南
朝
は
非
常
は
似
通
っ
た
瓢
が
あ
る
.

巷
未
は
添
付
せ
る
暦
序
対
比
表
は
掲

載

せ

る
も

の

は
､
中
央
ブ
タ
ル
ク
ン
ガ
ン
に
放
け
る
区
分
聖

ホ
せ
る

も
の
で
あ
る
が
､
其
の
説
明
は
次
の
如
-
で
あ
る
.

ブ

ニ
m
ウ
暦
は
ブ

エ
ヨ
ク
島
及
び
タ
ラ
カ
ン
T
a
ra
k
a
n

島
は
於

で､
前
置
域
の
サ
デ
ヤ
ク
地
方
と
同
様
は
発
達
を

示
し
で

居
る
｡

｢
サ
ヂ
ャ
ク
-
タ
ラ
カ
ン
暦
｣
は
ボ
ル
ネ
オ
本
島
並
は
タ

ラ
カ
ン
島

双
方
は
磯
達
し
､
厚

さ
は
少
を
-
と
も

二

二

〇
〇
米
は
し
て
豊
富
夜
分
油
層
を
件
ふ
て
居
る
｡
本
暦

は
顕
著
在
る
不
整
各
を
以
て
下
部
の
地

層
上

に

横

は

わ
､

一
部
は
下
部
第
三
系
を
も
破

産
し
て
居
る
｡

｢
ア
ン
チ
ャ
ム
A
n
tija
m

野
は
主
と
し

て
衣
色
硬
質

l4

粘
土
よ
-
威

力
､
数
枚
の
石
衣
岩
並
は
光
輝
炭
･
東
泉
の

中
は
春
す
る
石
炭
の
帝
暦
を
爽
み
､
登
櫨
と
し
て
介
数

及
び
刑
糊
の
化
石
は
嵩
ん
で
居
る
｡
厚
さ

一
五

C
米
｡

｢
ア
ン
チ
ャ
ム
暦
｣
の
下
部
に
は
､
軽
微
の
不
整
合
を

以
て
堺
せ
る
｢
ク
ゥ
ン
デ
ヤ
ン
暦
L

K
o
e
n
d
5a
n
g
が
あ
る
｡



主
と
し
て
礁
石
灰
岩

･
化
石
に
富
む
自
異
質
泥
次
岩
及

び
粘
土
か
ら
出
水
で
居
る
｡
厚
当
三
〇
〇
米
｡

ア
ン
チ
ャ
ム
暦
と
下
部
の
石
衣
岩

及
び
石
炭
を
含
む

地
層
と
の
間
も
p亦
ね
不
整
各
で
あ
る
｡
之
等
爾
厨
は
､

岩
贋
上
着
し
き
類
似
鮎
あ
る
も
.
後
者
に
は
石
衣
岩
少

衣
-
反
封
に
貢
岩
多
-
且
つ
厚
さ
含
水
量

一
四
%
程
度

の
光
輝
石
炭
暦
を
伴
ふ
特
徴
が
あ
る
.

グ
p･
ビ
ダ

リ
ナ
泥
衣
岩
は
蚤
鰭
と
し
て
精
々
砂
質
に

し
て
､
且
つ

ベ
ラ
ク
ー
は
於
け
る
も
の
)
如
-
均
質
で

な

い
｡
最
上
部
に
は
軟
質
泥
衣
岩
あ
わ
で
無
数
の
大
型

有
孔
鹿
を
含
み
､
石
衣
岩
(上
部
ナ
イ
ン
ト
タ
ブ
暦
と
同

時
代
に
鷹
す
る
)
と
婁
み
食
っ
て
屠
る
｡
中
部
は
主
に

泥
炭
岩
よ
か
1成
タ
､
下
部
は
泥
衣
岩
及
び
石
衣
岩
と
が

挺
身
各
ふ
て
居
る
｡
而
し
て
最
下
部
は
塊
状
の
レ
ピ
ド

シ
ク
リ
ナ
石
衣
岩
と
在
っ
て
居
る
｡

d
階
は
石
衣
贋
砂
岩
｡頁
岩
｡石
衣
岩
及
び
酸
性
火
山

岩
並
に
其
の
凝
次
岩
で
代
表
さ
れ
て
居
る
｡

上
･
下
繭
節
三
系
の
境
界
は
著
し

き
不
整
合
で
あ
る
｡

-
'
テ
ィ
ブ
タ
ン
,b
エ
エ
フ
ン
デ
ン
地
方

ボ
ル
ネ
オ
の
解

三
系

本
地
方
と
隣
接
の
南
部
英
領
ボ
ル
ネ
オ
は
属
す
る
カ

タ
イ
ニ
ー
Qrl
I
地
方
と

は
､
更
は
地
向
斜
周
縁
盆
地

g
eosy
n
ctinal
bo
I･d
er
b
a
sin

を
形
成
し
､
極
め
て

厚

さ
上
部
第
三
系
の
敏
速
堅
不
し
て
居
る
｡
而
し
て
該

盆
地
は
ラ
ッ
ク
ン
山
脈
地
方
の
地
背
斜
基
轟
の
布
衣
に

俵
で
ブ
ー
ル
ン
ガ
ン
及
び
ベ
ラ
ク
ー
盆
地
と
分
離
rD
れ

て
居
る
｡
但
し
漸
新
紀
に
於
て
は
'
之
等
盆
地
は
同

1･

相
の
源
を
以
て
連
結
n
れ
て
居
っ
た
｡

本
匠
域
の
上
部
第
三
系
を
分
別
し
'
上
部
よ
み
列
記

す
れ
ば
次
の
如
-
で
あ
る
｡

山
階
は
マ
ン
ド
ウ
ル

Aqan
d
oel
島
に
於
で
の
み
厚

-
磯
達
し
､
上
部
よ
少
下
部
に
向
S
t
次
の
如
-
分
類

し
稗
｡
C
.
上
部
亜
炭
層
群
(
亜
炭
含
水
且雪

70
%
J
S
ch
ar
･

m
a
n
に
依
る
)､
多
分
ブ
ニ
ョ
ク
暦
に
相
督
R.

b
､
砂
塵
互
暦
'
厚
rb
六
〇
〇
-
七
〇
〇
米
'
石
油

を
含
む
｡

a
t

下
部
恵
炭
層
群
(
亜
炭
含
水
且整
一七
%
)
'
厚
n

一
三
〇
1

一
九
〇
来
､
石
油
h
l含
む
｡

望

三

三
一



地

球

節
二
十
三
食

a
及
恥
は
空
フ
カ
ン
暦
に
封
此
さ
る
｡

テ
ィ
ヅ
y
シ
エ
｡
ラ
ン
デ
ソ
の
他
の
地
方
即
ち

ヌ
ー
ヌ
ー

カ
ン

N
oen
oe
k
on
･
セ
.バ
チ
ッ
ク

S
e
batik
･
シ
メ
ン

ガ
リ
ス
地
方
S
i
m
e
n
gari
S･regi
on
等
ほ
於
て
は
､
h

階
の
磯
蓮
は
薄

い
｡

マ
ン
ド
ウ
ル
島
に
放
て
は
､
h
階
の
下
部
に
所
謂
｢
マ

ン
ド
ウ
ル
泥
炭
岩
｣
旨
a
n
do
e
T
m
a
rls
が
在
る
O
該
泥

炭
岩
は
軟

さ
砂
嚢
派
次
岩

及

粘

土
､
泥
炭
質
石
衣
岩
及

不
純
石
炭

岩
等
の
鼎
暦
に
し
て
､
多
-
の
介
穀
破
片
'

刑
瑚
及
小
型
有
孔
轟
を
含
有
し
て
居
る
｡
但
し

L
ep
i･

d
ocy
cli
na
は
無

い
｡
之
等
は
正
確
に
中
央
ブ
ウ
ル
ン

ガ
ン
の

ア
ン
チ
ャ
ム
暦
は
封
此

n
る
べ

き
も

の
で
あ

る
0本
泥
炭
岩
の
下
部
は
ク
ク
テ
ィ
暦
群
と
同
威
､
甚
だ

単
調
在
る
砂
質

｡
粘
土
質
の
地
層
に
推
移
す
る
｡
此
の

単
調
在
る
部
は
f
階
及
び

e
階
の
上
部

各
部
を
代
表

し
､｢
シ
メ
ン
ガ

リ
ス
｣
又
は
｢
セ
Q,t
チ
ッ
ク
暦
｣
と
呼
ば
れ

て
居
る
｡
化
石
少
を
-
且
つ
特
徴
あ
る
有
孔
歳
も
含
ま

ざ
る
故
､
化
石
壁
上
か
ら
の
分
類
は
不
可
能
で
あ
る
｡

節
六
雛

望

四

三
二

又
'
ク

ク
テ
ィ
暦
に
於
け
る
如

き
､
炭
質
に
基
-
分
板

場
非
常
は
不
確
賓
で
あ
る
｡
唯

だ
本
暦
数

構
成
す
る
貰

岩

･
砂
岩

･
石
炭
の
畳
の
首
分
率
に
依
る

分
類
は
'
地

層
分
別
の
唯

一
の
根
接
在
る
も
､
距
離
に
依
る
鼻
化
放

る
激
し
さ
た
め
､
テ
ィ
ヅ
タ
ン
シ
エ
｡
ラ
ン
デ
ン
地
方
内

に
於
で
79相
距
た
れ
る
個
所
の
封
比
は
仲
々
困
難
で
あ

る
｡
マ

ン
ヅ
ウ
ル
附
鑑
に
放
て
は
'

マ
ン
ゾ
ウ
ル
泥
炭

岩
を
貰

通
せ
る
銀
井
の
成
績
及
び
リ

ヌ
ア
ン
･
カ
ヤ
y

L
in
eoan
g
内
ajan

の
丘
陵
地
に
於

で.
シ

メ
ン
ガ

ク

ス
暦

の
最
上
部
の

み
の
存
在
が
知
ら
れ
る
｡

着
の
リ
ヌ

ア
ン
｡
カ
ヤ
ン
ほ
て
は
'
多
畳
の
褐
炭
(含
水
量
約

l五

形
)
が
費
見
さ
れ
､
ベ
ラ
ウ
-
盆
地
に
放
け
る
褐
炭
層

に
金
鉄
…相
皆
す
る
も
の
で
あ
る
.
次
は
シ
メ
ン
ガ
リ
ス

川
盆
地
各
部
は
シ

メ
ン
ガ
タ
ス
暦
の
堆
積
を
以
て
充
填

n
れ
て
居
る
｡
而
し
て
該
堆
積
物
は
二
部
分
は
分
別
n

れ
る
｡
即
ち
上
部
は
｢
ク
ブ
ー
ル
暦

T
ab
aet･be
d
s｣
と

云
以
､
主
と
し
て
歌
か

き
石
炭
威
植
物
破
片
は
富
む
粘

土
質
砂
岩
及
び
時
に

O
p
erdu
lin

a
を
含

む
凝
固
を
持

つ
欧
か
き
貫
岩
よ
与
威
力
､
厚

n
は

二
､
五
〇
〇
米
以



上
は
連
す
｡
時
代
は
f
階
の
大
部
分
を
代
表
し
､
ク
ク

テ
ィ
ほ
於
け
る
バ
タ
ッ
ク
パ
パ
ン
暦

及
び

1
部

は
プ
タ

ル
ク
･
づ
フ
ン
並
は
ベ
ラ
ク
ー
は
於
け
る
褐
炭
暦

に
相

皆
し
て
居
る
｡
下
部
は
｢
メ
ア
ト
砂
岩
｣
旨
etiat
･sand･

stone
と
呼
ば
れ
､
主
と
し
て
純
粋
に
し
て
白
色
在
る

中
硬
石
英
砂
岩
よ
卓
威
力
'

其
の
間
に
数
枚
の

O
pa
･

culinae
及
び
保
存
慈
し
41,介
化
石
を
含

む
貢
岩
並
は

数
多
の
褐
炭
(含
水
量
四
%
)
を
爽
有
し
て
居
る
.
厚
n

は
二
､
二
〇
〇
I
三
､
〇
〇
〇
米
｡
時
代
は
多
分
f
階
の

最
下
部
並
に

e
階
の
4
-
5

(
ク
ク
テ
ィ
盆
地
に
於
け

る
下
部
プ
タ
ル
ク
･
で
フ
ソ
暦
及
び
.ベ
ー
ブ
タ
ル
ク
暦
､

ベ
ラ
ク
ー
盆
地
は
於
け
る
ス
テ
ラ
イ
ル
屠
及
び
グ

ロ
ビ

ゲ

リ
ナ
泥
炭
岩
の

一
部
)
に
相
普
す
る
｡
史
は
ヌ
ー

ヌ

ー

カ
ン
及
び
セ
で
ア
ッ
ク
島
は
各
部

シ
メ
ン
ガ
リ
ス
犀

か
ら
出
来
て
居
る
O

但
し
此
魔
で
は
､
岩
質
に
基
き
地

膚
の
区
分
を
行
以
得
.
全
勝
と
し
て
殆
ど
石
炭
を
含
ま

ず
'
叉
ね
特
長
あ
る
化
石
も
教
見
さ
れ
を

い
｡
厚
さ
は

下
方
の
限
鼻
明
確
を
㌃
ざ
る
も
'

ヌ
ー
了

か
ン
島
に

於
て
四
.
八

〇
〇
米
､
セ
パ
テ
ヅ
ク
島
に
於
で
四
.
五
〇
〇

ボ
ル
ネ
オ
の
節

三
第

米
で
あ
る
｡

セ
ブ
タ
ク
ウ
川
盆
地
に
於
て
は
､
上
述
の
純
粋
砂
岩

系
は
下
方
は
横
は
る

1
段
の
推

移
暦

に
連
威

し
て
居

る
｡
該
推
移
暦
の
最
上
部
は
成
層
田
明
確
在
る
粘
土
質

砂
岩
及
び
貫
岩
の
締
状
交
互
暦
(
上
部
ネ
イ
ン
ツ
ゥ
ポ
ー

暦

N
aint
oep?b
ed
s)
に
し
て
､
下
部
は
趣
-
ほ
従
以

漸
次
泥
炭
岩
を
槍
し
､
薄

さ
レ
ピ
ド

シ
ク

リ
ナ
暦
及
び

石
衣
岩
を
爽
有
す
る
(
下
部
ネ
イ
ン
ツ
ゥ
ポ
ー
層
)
は
至

る
巣
屠
金
牌
と
し
て
大
型
有
孔
歳
の
化
石
を
保
持
す
る

を
以
て
､
著
者
の

一
人
は
之
を
採
集
L
t
他
の

1
人
は

一
九
二
四
年
に
之
が
同
定
を
行
っ
た
｡
上
方
の
部
分
は

E
u
le
pid
in
a
eを
含
む
も
､
M
io
gypsina
を
含
ま
ざ
る

故
､

e
4
-
5
よ
少
は

e
3

を
代
表

す
る
も
の
で
あ

る
｡
下
方
の
部
分
ほ
は
多
数
の

E
u
lep
idin
a
d
itata
ta

及
び
其
の
ミ
ク
ロ
の
鼻
鰭

M
ic
ros
per
e
va
ri
e
ty
売
る

L
epid
ocy･clin
a
ditatata
v
a
r.
tido
en
g
anensis
を

含

む
｡
此
の

レ
ピ
ド
シ
ク
リ
ナ
は
兼
印
度

レ
ピ
ド
シ
ク

リ
ナ
互
大
型
ほ
し
で
.
固
盤
の
底
種
八
糎
に
及
び
克
重

な
る
介
穀
石
衣
岩
を
構
成
し
て
居
る
｡

望

瓦

三
三



他

流

夢
二
十
三
魯

･
右
の
化
石
背
は
相
督
す
る
も
の
は
'

'''t
リ
ト
盆
地
甲

に
も
存
在
せ
る
も
の
J
如
-
ド
ウ
プ
ィ
γ
の
記
載
に
依

て
推
測
し
得
｡
又
､
北
部
ボ
ル
ネ
オ
に
於
で
も
前
記
の

場
所
以
外
に
観
察
し
稗
た
る
場

所
が
あ
る
.
併
し
東
印

度
に
於
け
る
其
の
他
の
地
方
に
於
で
は
､
末
だ
金
-
敬

風
n
れ
て
居
覆

い
.

ネ
イ
ン
ツ
タ
ポ
ー
暦
は
上
下
を
通
じ
で
.
厚
さ
は
五

〇
〇
-
七
〇
〇
米

で
あ
る
｡
ネ
イ
ン
ツ
タ
ポ
ー
暦
は
下

方
は
趣
-
ほ
後
払
砂
岩

･
頁
岩
の
量
を
減
じ
て
､
漸
次

純
粋
在
る
泥
炭
岩
に
移
化
す
る
｡
之
を

｢
メ
サ
ロ
イ
泥

炭
岩
｣
Rqe
sal
oi･m
a

TtS

と
云
ふ
｡
此
の
泥
衣
岩
は
可

成
の
堅
ru
を
持
ち

'
路

次
色
に
し

て登
-
砂
を
含
ま
ず
'

基
質
均
戒
､
グ

ロ
ビ
ダ

リ
ナ
を
有
す
る
鮎
は
ベ
ラ
ク
ー

盆
地
の
グ

ロ
ビ
ダ
リ
ナ
泥
衣
岩
と
金
-
同

1
夜
岩
質
で

あ
る
｡
但
し
後
者
が

e
階
全
部
を
含
む
に
封
し
､
前
者

は

e
階
の
最
下
部
の
み
に
限
ら
れ
て
居
る
｡
此
の
グ

ロ

ヒ
ダ
リ
ナ
泥
衣
岩
は

E
ul
epid
ina
e
を
含
む
も
､

Ne･

phrolepidinae
を
含
ま
ざ
る
を
特
長
と
す
る
｡
但
し
最

も

療
式
的
在

る
N
eph
rotepid
in
a
is
otepic.Linod
e
s
だ

鰐
六
雛

望

六

三
拭

け
は
含
ま
れ
て
屠
る
.
乙
の
化
石
は

一
つ
の
幼
時
器
官

e
m
b
r
y･o
n
al
･op
p
a
T
atuS
を
持

つ
も
の
は
し
て
､
ー
rJ
の

事
賓

は
発
達
上
､
I
sotepid
ina
e
と

N
ephr
otepid
in
e

と
の
間
に
在
る
乙
と
聖
不
す
79
の
で
あ

る
.
斯
の
如

き

型
式
の
有
孔
盛
が
ネ
イ
ン
ツ
タ
ポ
ー
暦

(
正
規
の

N
e
･

ph
r
olepid
ina
e
を
含
む
)
と
d
階
と
の
間
の
地
層
中
に

出
現

せ
る
乙
と

は
､
頗
る
注
目
す
べ
き
革
質
で
あ
る
｡

更
耽
甚
だ
特
典
と
す
べ
き
革
質
は
t

e階
の
最
底
部
は

放
て
堀
{
内
捲
4
1,
St
rOn
gty
i
riVOtuted
せ
る

H
ete･

ro
st..egi
n
ae
(H
eterostegi
na
born
e
en
sis
)
が
存
在

せ
る

ほ
拘
は
ら
ず
'
鼻
の
S
p
ir
oe-ypeus
が
金
-
敬
見

さ
れ
夜

S
.モ
モ
で
あ
る
.
此
の
如
き
化
石
群
は
相
曹
す

る
73'の
は
兼
印
度
は
於
で
は
パ
ク
ト
盆
地
(
ド
ウ
プ
ィ
γ

の
E
リ･甘
.*
)
を
除

い
て
は
､
未
だ
他
に
知
ら
れ
て
居

を

い
｡
何
ぼ

本
メ
サ

ロ
イ
泥
炭
岩
の
厚

n
は
約

1
､
〇

〇
C
)兼
で
あ
る
?

メ
サ
甘
イ
泥
次
岩
の
下
方
に
は
､
更
は
岩
質
上
砂
化

骨
と
す
べ
き

｢
テ
ム
ピ
ラ
ン
暦
｣
T
e
m
p
itan
･bed
s
が
構

っ
て
居
る
;9
該
暦
は
砂
岩

･
貢
岩
及
び
メ
サ
ロ
イ
泥
炭



岩
型
の
泥
次
岩
の
縞
状
交
互
犀
で
あ
る
｡
而
し
て
該
暦

は
上
方
に
趣
-
ほ
ど
､
泥
炭
岩

h
t静
加
し
絵
に
は
純
粋

な
泥
炭
岩
に
推
移
す
る
｡

厚
さ
は

一
〇
〇
米
.

本
厨

中

に
は
E
u
le
pid
ina
e
は

C
a

m
eri
n
a
fich
teti･in
ter･

m
e
d
ia
(d
階
)

と
共
産

し
て
居
る
.
而
し
て
E
ut
e
p
id
ina

p
ap
u
an
en
sis
は
d
階
の
指
示
化

石
の
や
う
に
恩
は
れ

る
O

荷
は
聴
達
の

一
層

進
歩
し
た

H
eteTOStegi
n
a

b
or
ne
6
n
sis
の
代

-
に
､
木
犀
中
に
は
正
規
の

H
e
te
･

ros
tegi
n
a
ru
id
a
の
み
が
数
多
存
在
す
る
.

テ

ム
ピ
ラ
ン
暦
は
岩
質
的
に
見
れ
ば
'
下
方
は
向
っ

て
は
砂
岩
に
推
移
す
る
｡
其
の
砂
岩
は
多
分

e
階
に
屠

す
る
も
の
で
あ
る
｡
併
し
其
の
間
が
完
金
な
る
整
合
か

否
か
を
確
め
る
rJ
と
は
出
衆
な
か
っ
た
｡

以
上
ほ
て
暦
序
の
説
明
は
終
身
た
る
が
､
高
毒
砂
岩

に
就
で

.I
言
し
て
置
inJ庇

い
｡
本
匠
域
内
に
放
て
は
､

上
部
節
三
系
中
は
著
し
き
不
整
合
は
観
察
出
凍
夜
か
っ

た
｡
併
し
上
部
第
三
系
の
中
部
は
督
た
る
砂
岩
の
鼎
暦

が
､
下
部
の
韻
暦
に
比
較
し
て

一
層
海
優
的
で
あ
っ
た

と
考

へ
る
FJ
と
は
不
各
排
で
は
覆

い
?
総
て
中
火
ボ
ル

ボ
ル
ネ
オ
の
節

三
系

ネ
オ
の
高
毒
砂
岩
は
､
中
部
の
砂
岩
鼎
膚
が
本
地
方
か

ら
内
陸
方
面
に
向
で
進
入
堆
積
し
た
と
考

へ
る
rJ
と
も

出
凍
る
.
其
の
糊
由
と
し
て
は
.
メ
リ
ア
ト
砂
岩
の
山

脈
は
地
形
的
に
中
央
ボ
ル
ネ
オ
の
甫
蔓
砂
岩
の
山
脈
に

酷
似
L
t
其
の
中
は
来
せ
る
ゝ
石
炭
の
含
水
量
は
メ
ラ

ウ
イ
地
方
の
ブ
-
キ
ッ
ト
-
ア
ラ
ー
ト
軒

oek
it
.A
tat.

C
o
a
l
と
何
等
差
異
は
覆

い
こ
と
が
考

へ
ら
れ
る

｡

荷
ほ
テ
ィ
ブ
タ
ン
,b
子

ラ
ン
デ

ン
に
凝
達
せ
る
上
部

第
三
系
は
､
近
接
せ
る
南
部
英
領
ボ
ル
ネ
オ
の
カ
ウ
イ
･

rT
-
バ
ー
地
方
に
も
連
績
凝
蔑
す
｡
之
等
第
三
系
は
レ

イ

ン
'1
-
ド

R
ein
h
ard
に
依
て
上
か
ら
下
は
次
の
如

-
分

別
さ
れ
て
居
る
(G
eogr.
J
o
u
rn
al

1
9
2
4)
o

ス
ス
イ
砂
岩

S
u
su
ilSan
d
st
one

ク
ム
バ

ル
ー
ナ
ン
質
岩

T
amb
alu
n
a
n
･sh
a
le

上
部
移
化
暦

H
igh
eT
tr
anSitio
n
･b
e
d

カ
ビ

-
ツ
ト
砂
岩

K
a
p
i
tit･
san
d
st
one

鼎
暦
金
鰭

と
し

ては
御
飯
に
於
け

る
シ
メ

ンガ
リ
ス
暦

に
相
督
す
る
.

而し
て
ク
ム
パ
ル
-
ナ
ン
貢
岩

の
時
代

は
A
tne0)in
a
b
o
nt
an
ge
h
sis
の
存
在
に
伐
て
決
定
さ

望
七

三
五



地

.球

妨

二
十
三
容

れ
得
o
又
､
L
epidocyciin
a

is
o
le
p
id
in
o
id
e
s

の
存

在
は
下
部
の
層
位
の
も
の
(
ネ
イ
ン
ツ

タ

ポ
ー

暦
及

び

メ
サ
ロ
イ
泥
衣
岩
)
が
此
の
地
方
に
79
磯
連
せ
る
乙
と

を
物
語
っ
て
屠
る
｡

レ
イ
ン
ハ
ー
ド
が
分
別
せ
る

飾
六
雛

望

八

三
六

下
部
移
化
暦

L
o.w
er
･
tT
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